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要 　　　約

本研究は看護の技術の一つであるタッチングによる反応を末梢循環動態と主観的反応から明ら
かにすることを目的にした．被験者は研究の趣旨を事前に説明し，研究協力の得られた健康な女
性 名である．臥床閉眼安静（ 
分間），足底へのタッチング刺激（ 
分間），臥床閉眼安静（ 
分

間）をそれぞれタッチング前，タッチング中，タッチング終了後とした．測定は �）末梢血流量（耳
朶），�）手掌部の皮膚温度，�）心拍数及び �）血圧とし，調査票による主観的反応を同時に調査し
た．末梢血流量は，タッチング前では	����	�	���������		�（�������）であり，終了直後では
	����	�	���，終了 
分後では	����	�	���であった．皮膚温度はタッチング前では���������Æ�，
終了直後では������	���Æ�，終了 
分後では������	�
�Æ�で，最も上昇した被験者は��Æ�上昇し
た．心拍数はそれぞれ	�����������������，�
�����������������，�
�����������������で，血
圧は，�������
�����，��������������� ��������������に降下傾向を示した．耳朶の血流
量と皮膚温度との間には有意の相関関係が認められた（ ! 	�
�� "�	�	
）．タッチングに関する主
観的な反応は全員が快反応であった．足底のタッチングにより血圧が低下傾向を示したしたことや末

梢血流量の増加傾向から，タッチングにより末梢血管の拡張が引き起こされたものと推察された�さら
に末梢皮膚温度の上昇は末梢血管の拡張に基づくものと考えられた．

緒 論

タッチングが人間の心理社会的側面から成長発達
に重要な意味を持つことは「ストローク」の語源が
「触れる」という意味であることからも推察される．

タッチング，つまり人間相互間の身体接触はノン
バーバルコミュニケーションの一様式である．しか
し，#���$%� ��の指摘の如く，看護支援にはタッ
チングが頻繁に使われるため，その治療的価値につ
いて看護職者は意識してこなかった．
近年，看護職者が小児，高齢者，乳ガン患者や集中

治療を受けている患者の看護支援の中で，タッチング
の有用性と効果を実感し，コミュニケーションの一手
段として，あるいは意図的なタッチングとして積極的

に用い，その効果についての報告がみられるように
なった����．また，タッチングに対する反応の相違に
ついて，年齢や性差，文化的差，タッチング様式の違い
等について注目した報告もある�����．以上のような
報告から，タッチングを実施する人の意識，実施する

時の場の状況，患者にとってのタッチングの意義，
される人とする人の関係，タッチング方法による効
果の違いなどの問題が指摘されるようになった．
岩村���はタッチの感覚とは，皮膚が何らかの対

象に接触したときに起こる触，圧，温，冷の感覚や
その複合であると指摘し，さらに，痛みの感覚をふ
くめ，もっと広義には皮膚表面にかぎらず，内臓や
筋，関節などの深部に存在する受容器が同時に刺激
されて起こる複合的感覚を含めることもあると述べ
ている．看護支援で用いられるタッチングは岩村が
述べているごとく，受けての患者の複合的な全体的
反応から，その反応が快・不快の反応となることか
らその効果の評価は難しい．しかし，看護支援の中

でのタッチングの有用性と効果について，生理学的
指標を用いて研究することは，これらの看護支援の
効果を裏付けるという点から意義深い．
生理学的指標を用いたタッチングの研究は森ら ���

の脳波や心電図の結果から自律神経機能の安定をも
たらすとした報告や，森下ら ���の意図的タッチの
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性差の研究，許ら ���の足底刺激は副交感神経を亢
進させて心拍数の減少と身体の休息をもたらす作用
があるとした報告がある．
そこで看護実践の中で手軽に用いることができ，

比較的ケア提供が容易なタッチングを用いて，実験
的に足底にタッチング刺激を加え，生体の反応を循
環動態の変化から観察した．同時に，聞き取り調査
により被験者の主観的反応を調査し，その有用性と
効果について検討した．

対象と方法

�．被験者と実施者

被験者は研究の趣旨に賛同の得られた健康な成人
女性 �名で，実験を行う前に十分に説明を行い，同

意を得た．この内 �名は末梢血流量のデータに著し
い誤差が生じたため除外した．被験者の平均年齢と
その標準偏差は���
�����歳であった．
タッチングの実験者は�	年の臨床経験を持つ看護
職者で
�歳の女性である．

�．タッチングの方法

タッチングは右足の足底からはじめ，�分毎に交
互に左右の足底に「木のタッチ」によるタッチング

刺激を 
分間行った．「木のタッチ」とは両手の親
指末節部による被験者への心拍リズムに合わせた圧
刺激であり，被験者のこっている部分や，固くなっ
ている筋肉を解きほぐし，身体のエネルギーを活発
にする�	�．本研究ではタッチングの部位として足
底を選択した．タッチングの圧は実験者が被験者に
タッチングの開始前に痛くない強さの圧を確認し，
一定の圧で 
分間実施した．

�．測定項目

　� � � 　生理学的測定

　� � � � � 　末梢血流量

生体組織の微小な血流変化を無侵襲で連続的に測定
でき，電磁波ノイズが全く入らず，外気温の影響を受
けにくく，応答性が高く，心拍に同期した明確な波形
が出力されるレーザー血流計&'(��（アドバンス社）
を用いた．測定部位は右耳朶と右側腹部臍高の �箇所
で血流測定用プローブのタイプ �を用いて測定した．
　� � � � � 　末梢皮膚温度

測定目標に向けて焦点の自動調整が可能な)*� ��+

,������-.
	（チノー社）で測定し，映像は /.�0

形式でコンピュータに取り込んだ．測定部位は右手
掌の第 
指の末端の末梢の皮膚温度に焦点をあてた．
　� � � � � 　心拍数と血圧

心拍数は心電図から測定した．血圧は携帯型血圧

計 ����
��（テルモ社）で測定した．
　� � � 　主観的反応の調査

タッチングによる主観的反応の変化を知る目的で，
自由記載を含む��項目の質問からなる質問票をもと

にタッチングの直前と直後に聞き取り調査を行った．

�．環境条件

室温を����Æ�に，湿度は�	1に調整した．

�．測定方法

被験者には実験データの計測開始�	分前からベッ
トに臥床してもらい，綿毛布を全身にかけ，足には絹
性の 
本指ソックスを着用してもらった．実験は 


分間の臥床閉眼安静，次いで 
分間の足底へのタッ
チング刺激，その後の 
分間の臥床閉眼安静の�
分
間とし，それぞれタッチング前，タッチング中，タッ
チング終了後とした．タッチングはソックスの上か
ら行った．実験者は被験者の足元に座り，ベット柵
ごしにタッチングを実施した．タッチングの圧は痛
さを感じない程度とし，
分間一定に保った．

�．分析方法

タッチングの効果を比較するために，タッチング
直前，タッチング終了直後およびタッチング終了 


分後の �時点で分析した．平均値の差の検定には一
元配置の分散分析と多重比較（2��3�  ����45��）
を行った．また，タッチングによる末梢皮膚温度
と末梢血流量との相関を "�� ���の相関係数から
求めた．定量的データは全て，平均値と標準誤差
（#������）で示した．

結 果

�．末梢血流量の変化

耳朶では表 �に示す如く，徐々に増加傾向を示し
たが有意差は認められなかった．側腹部臍高でも耳
朶と同様に増加傾向が認められたが，有意差はな
かった．

�．末梢皮膚温度の変化

タッチングによる末梢の皮膚温度の変化をみると
表 �に示す如く徐々に上昇傾向を示したが，有意差
は認められなかった．次に末梢の皮膚温度の �分毎

での変化をみると図 �に示すごとく観察され，末梢
の皮膚温度の低い者の上昇が顕著であった．最も上
昇した被験者では，タッチング直前が����Æ�であっ
たが，タッチング終了 
分後には���
Æ�まで上昇
した．右手掌の第 
指の末端の末梢皮膚温度のサー
モグラフイの変化の一例をタッチング直前，タッチ
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表 � タッチングによる末梢血流量（耳朶）の変化

表 � タッチングによる末梢皮膚温度の変化

図 � タッチングによる末梢皮膚温度の変化
注� 　�．図中の矢印はタッチング期間を示す

�． ��� ��は事例を示す

ング直後，タッチング終了 
分後で比較し図 �に示
した．

�．血圧と心拍数の変化

血圧の変化を平均血圧でみると表 �に示す如く，
タッチング直後に低下し，徐々に回復傾向にあった．
心拍数の変化は表 �に示す如く，タッチング直後に
減少傾向は観察されたが，いずれも有意差は認めら
れなかった．

�．末梢血流量と末梢皮膚温度との関係

計測開始 �分後から�
分間の耳朶の末梢血流量と

末梢皮膚温度との相関をみると，図 �に示す如く，
有意な相関関係が認められた（ !	�
�，"�	�	
）．
また，側腹部臍高でも有意な相関関係が認められた

（ !	�

，"�	�	
）．

�．タッチングによる主観的反応

タッチングによる主観的反応をみると，表 
にみ
られる如く，「足のだるさが取れた」「安心が得られ
た」「眠気を感じた」「リラックスができた」などの
肯定的反応が得られた．そして，否定的反応は全く
見られなかった．しかし，表 �に示す如く，実験に
よる外的要因が被験者へ与えた影響として，動作
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図 � サーモグラフィの変化の一例

表 � タッチングによる平均血圧の変化

表 � タッチングによる心拍数の変化

の制限や緊張，ベットの揺れなどの否定的反応が
あった．

考 察

看護の持つ役割の第一義的なものとして，患者の
心身の安楽を図ることがある．看護職者は看護支援
をする時，必ずといってよいほど患者の身体をタッ

チしている．血圧を測る時，体位をかえる時，注射
をする時，清拭をする時などの看護場面を想定すれ

ば明らかである．そして，患者の側は看護職者の差
し出すそのタッチング刺激により，温かい手，冷たい
手，思いやりのある手，乱暴な手などと様々なメッ
セージを受け取っている．そしていうまでもなく看
護支援におけるコミュニケーションは，タッチング
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図 � 末梢血流量（耳朶部）と末梢皮膚温度
注）末梢皮膚温度については対数換算し表示した

等による非言語的なコミュニケーションと，言葉に

よる言語的コミュニケーションの組み合わせにより
成り立つところにその特徴がある�
�．
本研究では，言語的な刺激は用いず，非言語的な

刺激であるタッチング刺激のみを実施し，被験者の
心身にどのような影響を与えるのかを検討したいと
考え，「木のタッチ」を用いてタッチング刺激を実施
した．
�．足底のタッチング刺激の生理学的意義

末梢血流量，末梢皮膚温度ともに足底のタッチン

グ刺激により，有意差は認められなかったが上昇傾
向を示した．特に図 �に示した如く，測定前の末梢
の皮膚温度の低い被験者ではタッチングの開始後に
徐々に上昇が始まりタッチング終了後まで持続して
いた．末梢の皮膚温度の低い被験者の実験前の末梢
皮膚温度の低さは，室温を��Æ�に保ったことや計測
前に�	分間の安静臥床をしたこととの関連が考えら
れる．だが，タッチングの開始と共に末梢の皮膚温
度の上昇が始まったことは，末梢の皮膚温度の変化
とタッチング刺激との関連が推察できる．また，末

梢の血流量（耳朶）と末梢皮膚温度との間の有意の
相関関係（ !	�
�，"�	�	
）が認められたことから
も，タッチング刺激は末梢の血流量の増加傾向と，
末梢皮膚温度の上昇傾向をもたらすことを示唆して
いる．末梢皮膚温度の上昇については，許ら ���が足

裏刺激により有意に上昇したと報告している．許ら

の報告と本報との関連から考えると，足底のタッチ
ング刺激による末梢血流量の増加傾向が予測できる．
次に平均血圧の降下傾向と心拍の減少傾向につい

てであるが，先に引用した許らの報告では，血圧は
変化せず，心拍のみが有意に減少したと報告してい
る．そして，足裏の刺激は副交感神経を亢進させて，
心拍数の減少と身体を休息状態に持っていく作用が
あると報告している．森ら ���はタッチングにより
不安や緊張がどの程度緩和されるのかを，脳波と心

電図を用いて実験し，自律神経機能の安定が考えら
れると報告している．また，森下ら ���の報告でも
性差は認められないがリラックス効果はあったと報
告している．これらの報告と主観的反応で本報の被
験者の全員がタッチング刺激を快刺激として感じた
こととを合わせて考えると，心拍数の減少は副交感
神経を亢進させた結果といえるのではないかと推察
される．しかしながら，この機序については未だ明
らかでない．今後，同時に測定した心電図の -�-

間隔の周波数解析を行って詳細に検討する必要があ

る．今回の実験の被験者は全員が健康な若い女性で
ある．タッチング刺激による効果は，被験者の副交
感神経の興奮状態，あるいは睡眠前，末梢循環の良
否等に左右される可能性も否定できないが，タッチ
ング刺激による生理学的変化の一部を明らかにで
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表 � タッチングによる主観的反応（質問項目）

表 � タッチングによる主観的反応（自由記載）

きた．このことは今後，患者に応用する際の基礎的
データになり得ると考えられる．

結 論

「木のタッチ」による足底のタッチング刺激によ
り血圧が低下傾向を示したことや，末梢血流量の増

加傾向からタッチングにより末梢血管の拡張が引き
起こされたものと推察された．さらに末梢の皮膚温
度の上昇は末梢血管の拡張に基づくものと考えられ
た．また，短時間のタッチング刺激でも主観的反応
が肯定的で快反応であったことから，意図的なタッ
チングとして患者への応用が示唆された．
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